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幹事会報告

去る叩月 24日（士）と 25日（日）、第 62回全国大会が札幌学院大学において開催されました（準備委員会、

稲村勲、神山義治．各会員）。それに先立つ 10月 23日（金）に同大学において常任幹事会と幹事会が、また大

会初日には会員総会が開催されました。幹事会総会の主な報告事項ー審議事項は次の通りです。

1 ) 9月21日締切、 24日開票の次期幹事 監事選挙の結果が池尾愛子選挙管理委員長から報告されました（別

記「幹事監事選挙結果報告J参回）。
2 I大会初日に聞かれた次期幹事会において、次期代表幹事および各委員会委員長＝常任幹事に、次の方々が
選任されました（任期 1999年4月から 2001年3月まで）。

代表幹事 馬渡尚憲

年報編集委員長 平井俊顕

大会組織委員長 高哲男

英文論集委員長 坂本達哉

企画交流委員長 八木紀一郎

3）新入会員 12名が承認され、その結果、現在の会員数は 867名です（別記「会員異動」参田）。

4）『学会ニユースJl 2号でお知らせしました 1997年度決算と 1998年度予算案が総会で承認されました。
5 I年報編集委員会、大会組織委員会、英文論集委員会、企画交流委員会の報告、また、学会創立 50周年記
念各事業の報告が行われ、了承されました（いずれも別項参田I'

6 I大会プログラムの一部変更を了耳しました（別項参田）。

7 I『年報J3 6号が発行されました。まだお手許に届いていない場合は、学協会サポートセンタ にご請求
下さい。

8 I第63回大会（1999年度）は村松会員のお世話で 1999年H月6日（士）と 7日（日）に熊本学園大学で
開催の予定となりました。

9）英文論集第一巻として、杉原四郎、田中敏弘両全員編集の EconomicThought and Modernization in Japanが

Edward日gar社から出版されました。

JO）学術会議、同研究連絡委員会、学会連合については別項をご覧ください。

JJ）会員外の年報頒価にかんする会則内規を改正しました（別項参回）。

12）中村贋治会員提案の「諸資料処理案」を了承しました（別項参目的。

I））今回の幹事 監事選挙の結果、幹事の8割弱が三期目になり、このままでは次回の選挙で幹事的大幅な入
れ替えが必至になりました。このことが学会運営にあたえる影響について意見の交換が行われました。

年報編集委員会より

l I 1998年 10月、第 37号のための新しい編集委員会（計 7名）が発足しました。メンパ 、ならびに役割分担は
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以下のとおりです。順不同。敬称略。（新）は新委員です。

編集委員長平井俊顕（新）

特集論文ー研究動向星野彰男、野口旭（新）

書評エディタ 中久保邦夫、上宮正一郎（新）

書誌回中秀夫、竹永進（新）

公募論文野口旭（新）、平井俊顕（新）

1）特集は「金融危機的経済思想」（仮題）で3本を子定しております。［研究動向jは5本を干定しております3

3）今回から書評に関しましては半独立の「書評エディタ 」（revieweditor）方式を採用することになりました。

4l r公募論文Iの投稿規定は以下のとおりです。多数の応募をお待ちいたしております。

公募論文投稿規定
1 投稿資格は経済学史学会会員に限られる。

2 論文は毎年公募する。締的切りはその年の4月15日（必着）とする。提出先は経済学史学会『年報j

編集委員会とする。

3 原稿枚数は、タイトルを吉的、和文の場合400字詰め原稿用紙50枚以内、英文の場合ダプルスベ ス

( 1行60～701ett師、 28行） 20枚以内とする。
4.投稿論文はワープロ原稿（横書きA4、縦置きで印刷）であること。原稿は返却しなL」［採用決定さ

れた段階で、フロッピー ディスクの電子ファイル原稿も提出していただきます。］

5 投稿者は氏名を明記した論文l部と氏名を削除した論文コピー2部の計3部を提出すること。
6.別紙として、えたのものを添付する。

① タイトル、執筆者の英語表記を含め、 zno語wordsの英文アブストラクト 1部。
②論文の l行の字数、 1ベ ジの行数、ペ ジ数、 4叩字換算枚数、連絡先住所、電話番号を記入した

論文表紙1部。
7. 『年報』編集委員会は各論文につき 2名のレフェリーに審査を依頼l,.その報告を受けて採否の最終判

定を行う。［例年、 6月はじめに採否通知をおこなっています。］

宛先〒 102－凹94 東京都千代田区紀尾井町7-1上智大学経済学部（平井研究室）経済学史学会『年報』編集委員

会 td.01 1218-1203 I学部事務室If山（）） )218-)086 ！学部事務室Ie mail: hirai t@ho町mancじ.sophia.acjp

（平JHH-fil

会則内規改正

（下線部、 1998年 10月21日改正、『年報j37号より適用）

13 会員以外の希望者に対する年報の頒価は、個人については l 部iム~♀旦．機関については l剖·~

且旦、名簿の頒価は一律年会費相当額とする。

第62回大会プログラムの変更

大会第 日午前第一会場に予定されていた竹内自l会員の報告が事情により不可能になったので、その代わりに
星野彰男会員（関東学院大学）の報告「アダム スミスの生産的労働と価値論jがおこなわれた。司会者は川島

信義会員（西南学院大学）コ
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報告要旨

スミス生産的労働論の理解にはこ説あり、かつての旧説は、生産的労働に二つの規定があって相互に矛盾して

いるという。その後の通説によれば、二つの規定は、決して矛盾するものでなく、同じ労働の別の表現だとみな

される。しかし、両説のいずれにも無理がある。この問題を正確には理解してこなかったことが、スミス価値論

の理解にも少なからぬ混迷をもたらしてきた。この二つの規定（I) (11）の主語は、同じ「製造工の労働」だが

(I)の動詞は、「利i聞の価値を付加する（add）」とあるように、他動詞として用いられている。（II）の動詞は、「固
定化し具体化する（fixnod悶afi,e;1self」）］とあるように、再帰動詞＝自動詞として使われている。（I）の新たな

価値には、賃金価値と利潤価値の双方が含まれているが 1111では．賃金価値部分のみが商品という形に固定化

するということを言っているにすぎない。したがって、什iiは Iiiのなかに 含まれ、 Ii）のうちの賃金価値部

分のみを規定したものである。『国富論j第4編第9章の重農学派論においても、このような理解が再確認され
ている。 Illについては 両説ともにマルクスに依拠して、「資本と交換される労働jだとみなしている。しかし、
これはスミスの規定よりもはるかに幅広い規定であるという意味では、やはり正確なものとは言えない。なぜな

りば、その「資本Jにはサーピス産業に投資されるものも含まれていたが、（II）によれば、そのような産業で雇
用されるサ ピス労働は、決して生産的労働には含まれえないからである。

こう理解した場合に直ちに生ずると恩われる疑問は、（II）において賃金価値部分が商品に「固定化するjとさ

れたのに対して、 Iiiの干lj潤価値部分はなぜ商品に固定化されないのか．ということであろう。そのように問う
てみれば、ケ不 とスミスとの決定的な相違がその疑問占に集約されている。すなわち、ケネーのように、利潤

価値部分が I11）の賃金価値と同じく商品に固定化するとしたならば、干lj潤が付加価値と一体化されてしまう。
しかしスミスは、付加価値が「投下された（bestowed）」労働によって形成され、利i閏量は投下資本額に比例し
て決まるという意味で、付加価値と利潤とを区別せざるをえなかった。スミスは、ケネ一再生産論のその問題点

を認識していたからこそ、什I)の商品のなかに利潤部分を合的ず、その実物視点を賃金価値の再生産部分に限定

し、 II)の「利潤の価値jについては実物視点を適用しようとしなかった。そのことによって、「投下された」労
働にもとずく付加価値視点を貫いたのである。そして、 Iiiが「資本と交換される労働jを指「ものと拡張解釈
されたときに、キー ワードであるべき bestowed慨念がスミス価値論理解から失われ、投下労働価値論がスミ

ス自身によって放棄されたという誤解が生じてしまった。

諸資料処理要領案

1 『年報1および「全員名簿」は適宜製本した各一部を．学協会サボ トセンタ に木久保存するコ「ニュ
ズレタ J I大会報告」もこれに準ずる なお、字会活動の一環としての各種出版物［学会年虫、スミス マ
ルクスについての記念出版、日本経済思想に関するもの、経清学史、経済思想史辞典、および英文論集等）各l
部も同様。

2 f年報』の残部については、次のように処理する。
I a）各号5部（士号を除き）をセノタ に永久保存する。

( b) 1 0年経過するまでは残部30部を保存し、経過後さりに 10年間は I5部を保存する。 20年経過後
は、 Ia）の永久保存分5部を除き、処分する。

3 「会員名簿」は木久保存 l部を除き、 3年経過後に処分する。

4 事務局書類は、特に必要と認めりれるもののみ次期事務局に引継ぎ、それ以外は、任期終了後の適当な時期
( 2年以上経過後）に当該事務局で処分する。

創立50周年記念講演会

札幌学院大学での幹事会 総会で．次のような内容で実施することが決まりました。細部については、今後、
当委員会と大会組織委員会において検討し3たします。
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I. 記念講演 ー経済学史学会の50周年の成果と問題点（仮題）

2 パネル デイスカッシヨ／（またはシンポンウム）

一一 21世紀の経済学史研究（教育）の謀題と可能性（仮題）

3.パ不ル デイスカツンヨンの論点について、会員からの提案 意見を募る0

4 パネル デイスカァションを、 Z，叩O年の全国大会で行う。

5. 企画 実施については、記念講演会委員会と大会組織委員会が協同で行う。

お願い

パネル。デイスカ yンヨン「21世紀の経済学史研究（教育）の説題と可能性」について、どのような論占

で報告およびデイスカ yンヨンをすべきか、会員か句の提案 意見を募りますd

送付先 干662 8501 西宮市上ウ原一番町 1 155 

関西学院大学経済学部ー竹本研究室 50周年記念講演会委員会

Email: tal対moto@kwansei.ac.jp

締め切り日 1999年3月末日

企画交流委員会関係

①辞典編集委員会

ト学会50周年記念の『経済思想史辞典』は原稿がほぼ出揃い、項目の再点検、形式の統一 内容、文章の
チェ yクなどの編集作業告、編集委員会の合宿などを過して行っています。その過程で、提出されている原稿に

ついての書き直し、ご病気その他の理由により執筆が不可能となったことに伴う執筆者交代、追加項目の執筆等、

をお願いしてお＇Jます。これらの締め切りは遅いものでも平成 10年12月5日になっております。

2 1 2月中旬に編集委員会の合宿（｛1!1台‘ 2泊）を行い、編集委員会としては、一応の作業の終了した『経

済思想史辞典』の冊子を用意します。この冊子を、編集委員会が分野ごとに選んだ学会員9名の「助言者Jの方
にお送りし、重要止項目で落ちているものはないか、内容が不適切な項目はないか、という点について、コメノ

トをお願いします。「助言者」にお＠~＼、する方にはお忙しいところを誠に恐縮ですが、辞典のクオリティーコン
トロールのためにぜひともご協力のほと、お願いいたします。

3. 編集委員会では、このコメン卜を参考に検討し、項目の追加と追加執筆依頼 内容の修正依頼等の調整を

f干し、ます この調整と凡例、序文等の執筆を経て、出版社（丸善｝に完成隔をフロ y ピーの形で 流します
4 執筆者にお甲）＼＞する初校は 4 5月頃の予定です その後1；編集委員会「校iEL. 印刷を経て、出版は

予定通り、学会50周年の20 0 0年の lJj頃の予定ですu

なお、辞典編集委員会は企画交流委員会から離れ、現在の体制のまま完成まで継続して編集にあたることにな

りましたD

②交流委員会

1 大会報告集用ベイパーの学会ホームページへの掲載

大会報告集に収録するベイパーを学会ホームページにも掲載することを希望する方は、大会組織委員会に原稿

を提出する時に、同じものを交流委員会 赤問委員まで次の方法で送ることによって、学会ホームページに掲載

されることになりました。会員は、プログラムの当該榊］をクリアクすることで、読むことができます。

ナIE Mail の添付ファイルで、 AKAMA Mid1ioくakam叫＠11.ehime-uaじjp> ！こ送る

イ）フ口 yピ を、宮成大学法文学部、赤！間道夫委員まで送る J

伺載されたベイパーが引用操作されることを避けたい全員l土、テキス卜以外のフォーマ y ト（たとえば， gif

や.ii唱のような画保ファイル）を指定いただくか，そのフぇーマァトでお送 i）頂いても結構ですG

1;J；、の熊本字国大学大会かり正式実施）

2 外！ID学会との交流
外国の経済学史学会との組識としての交涜を進めるため アメリカ HES.イギリス HET.ヨ一口 yパ ESHET句
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ECHE、オーストラリア句韓国の6つの学会と連絡を取り、プログラム掲載等を依頼することになりました。また、

韓国の学会に年報のパックナンバーを送ることになりました。

3. 次期委員会

次期の企画交流委員会は、八木紀 郎（委員長）、深貝保則、赤間道夫、池田幸弘、若田部昌澄会員で構成さ
れることになりました。

4 ホームページについて

この度、経済学史学会のホーム ベーン JSHETが、 Lioks2Go( http://www.lioks2go.,om／）かり、リンクの多い教
育部門ベ ジとして表彰されましたc

l馬波尚憲）

大会組織委員会報告

I .今回の第62回大会のプログラムの一部変更について

第1日目第I会場で予定されていた報告を報告者病気のため当会場で司会を担当子定の星野彰男会員の報告に
変更する。幹事会では今後もそうした場合に司会者が代行するという先例にはしないとの条件で了承されましたa

星野会員の報告要旨は、本『ニュースJに掲載されておりますはベ ジ参目白人
2 次回の第 63回大会のフォーラムについて

1999年度の大会で実施される「フォーラム」が次のように決定されました。

J）テーマ 重商主義の再検討ーーなぜ、重商主義は現代まで生き続けるのか 9
組織者。竹本洋大森郁夫

論題報告者

(I）新しい重商主義の諸類型ー 大森郁夫

(21数理的方法の起源と重商主義 長尾伸一

(3）国民国家と国際関係ー ー竹本洋

(41重商主義的貨幣信用システムの新地平・ー 奥田聡

討論者未定

2）テーマ市場社会の形成とデイヴイド リカードウ

組織者千賀重義ー技会勝義

司会者：中村贋治（解題）ー千賀重義（総括）

論題報告者

(IIリカードウにおける救貧誌と労働者階級 ーは全勝義

(2）現金支払再開の政治学 ー ｛主将有史

13）自由貿易と産業構造所得分配一 ・4回地
討論者丸山武志竹永進出雲雅志

31テーマー進化思想と経済学
組織者高哲男（呼びかけ九） 八木紀一日；（問題提起司会総括）

論題報告者

(J）マーシャルー 西岡幹雄

(2）ヴェプレンー 高哲男

(3）ハイエク…ーー橋本努

討論者来定

3 );:j；、回大会共通論題について

学会長IJ立叩周年にあたる 2川｝（）年度の大会の共通論題については 創立記念講演企画委員会E合同で検討して
いくこととする、（本『ニ L スj OJ 「自IJ立叩周年講t宙会j に関する記事参~［＜）
4 次期大会組織委員会の体制について

次期（1999年 4月、 2001年 3月）の大会組織委員会の構成については、現委員のうち高哲男（新委員長）、

池尾愛子、大森郁夫、波会勝義がのこり、あと 2名を補充するご

（千賀重義）
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会員異動
1999年1月現在

物故会員
川口武彦、中村一雄、渡辺輝雄

自発退会
大西成人、岡山隆、尾上八郎、寺田光雄

会員復活
川崎卓郎左衛門 清水敦、畠田英夫

新入会員

所 属

氏名 住 所 電話

研究テーマ

安達清日目 四日市大学経 T 5100828四日市市石塚町7-41607 

カナダ経済思想史 0593-54-7947 

磯賢 日本大（院） T 151・曲72渋谷区幡ケ谷2-29-8

会計学史の研究 03 3373 7654 

筒井誠 大阪市立大（院） T 591-8043堺市北長尾町4-322綿谷文化2日6

1 9 cフランスに方ける社会・経済思想 0722 58 8681 

｛軒時総一 東北大（院） T 980 0871仙台市青葉区八幡6-8-1705 

ヒューム石汗究 022-301 1945 

加牒膏宏 日本大（院） 了 1940013町田市原町田 424-23 

日本近代思想の研究 二宮尊徳・大原幽学等 日427-226194 

佐々木亮 東北大（院） γ980 0866仙台市青葉区川内ニ十人町40コーポカトレ7A室

アダム スミスにおける正義と便宜について

清水徹朗 農林中金総合研究所 T 114日032北区中十条4-4-13

国際貿易思想史、経済学と環境問題

田中求 日本大（院） γ305 0(44つくば市並木 310-10 

ンL ンベーターと現代企業者論

内牒敦之 一僑大（院） γ183 0035府中市四谷ト554 

ウインズとポストケインジアンの金融論

西川弘展 大阪市立大（院） γ580即日3大阪府松原市一津屋5-234 

ケインズの貨幣理論および通貨政策論形成史

干晶回j量：古 立命館大（院） T 5200112大津市日吉台 I32-3 

＇）カ ドの価値、分配、蓄積に関する理論

開設官 日本大（院） T 228 0802相撲原市上鶴岡 3734-6セントラルピル 303

" ヒョ〉 7ウ シュンベーターの企業者論

[I首考］現在の会員数858-7+12+3~866

ただし、 85 8 ＝学会ニユース No.12に発表された、会員異動後の現在会員数

7＝物故会員、自発退会者

1 2 ＝新入会員

3＝復活会員

6 

022-267-3786 

01-.1906 048月

042-365 3856 

0723-31 8086 

077-579 5034 



会員名簿訂正

氏名 変更事由 正（新）

荒川章義

岩本吉弘

住所ー電話変更 〒 814凹32福岡市早良区小田部 33 403 092-844-9236 
所属ー住所変更 福島大学経

梅津順一 所属変更

大西成人 退会

岡山陵 退会

越智保則 住所変更

尾上八郎 退会

上久保敏 電話追加

加茂川益郎 所属変更

川口武彦 死去

川崎卓郎左衛門会員復活

川村哲章 住所電話変更

岸川富士夫 住所変更

後藤尚久 住所。電話変更

小峯敦 住所補足

近藤譲治 住所変更

佐藤良一 住所変更

清水敦 会員復活

高橋真 所属変更

田中敏弘 所属変更

寺田光雄 退会

飛田博史 所属変更

中津信彦 住所変更

中村雄 死去
中村隆之 住所訂正

中村康治 所属変更

畠田英夫 会員復活

八回幸二 住所ー電話変更

坂畠樹 住所表記変更

菱山泉 住所変更

正木八郎 郵便番号訂正

馬渡尚憲 住所変更

三権博之 住所変更

三野村暢持 名前訂正

宮津和敏 住所電話変更

山本広太郎 名前訂正

渡辺輝雄 死去

〒9608055福島市野田町56 48エスポア ル野田 301

聖学院大学政経

干81ト31日4福岡県古賀市花

日6-9544368 （研究室直通）

敬愛大学経

干 195-0072町田市金井6-4518ドエルコンフオート 103 0427-36 4882 

〒465-0025名古屋市名東区上社3140 

干 803口277北九州市小倉南区徳吉東 I12 12グリーンゲイプルズ D102 

093 452 2913 

〒9450045新潟県柏崎市豊町 I32ハイセレール豊202

〒4660051名古屋市昭和区御器所3-2

〒 194-0298町田市相原町4342法政大学経済学部気付

宮城県立仙台西高校

関西学院大学名誉教授

（財）地方自治総合研究所

干6回8304京都市左京区吉田下阿達町22-10

干同68357京都市左京区聖護院蓮華蔵町日6ハウゼ聖護院羽7

九州産業大学

北海道拓殖短期大学北海道深川市士光町 110 IOI 0164-22-3739 

〒 192-0907八王子市長沼町 96-5リヴユリット平山城 601 0426-36 7530 

干594-1153大阪府和泉市青葉台2-236 

〒8900056鹿児島市下荒田 I38 3ストークマンション 1302 099-250-3106 
干569-1口42

〒98ト0904仙台市青葉区旭ヶE:2-45-12・110 022 275 2426 
干 1800013武蔵野市西久保323 6 

〒3500905水戸市石IllI 3835 I第2石川住宅 5102 029守255-220同
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［部会活動］

東北部会

第 19回例会.1 9 9 8年6月20日
弘前大学

1. ウィリアム・ペティの貨幣論
曽根弘光（東北大学 院）

2 デユノワイエとサン ンモン

ーフラ〆ス産業主義の一局面一

岩本吉弘（福島大学）

3 J キチンの謎
栗田康之（秋田経済法科大学）

＊岩本会員の報告要旨は次号に掲載干定です。

ウィリアム ペティの貨幣論

曽根弘光

アダム スミスをはじめとする古典派が、重商主

義の「貨幣二富J観を否定し、貨幣は商品交換を媒
介する道具にすぎないと規定したことは周知の通り

である。
しかしながら、スミス以前の論者がおしなべて金、

銀すなわち貨幣を富と同一視する官、識を持っていた

のではない。重商主義の時代の理論家のなかにあっ

てバランスのとれた貨幣論を示した論者がいた。ウ

ィリアム ベティである。かれは貴金属を過度に重

要回することなく、適切に貨幣を規定したっそうす

ることにより、貨幣の持つ役割や意義を正当に把jlf,

している。かれは貨幣の価値尺度機能、流通手段機

能、支払い手段機能を適切にとらえている。これら

の貨幣は 国の産業を運営していくのに多すぎても

少なすぎてもいけない。つまり、流通必要貨幣量の

認識があったのである。さらに、流通必要貨幣量を

求めていくなかで、賃金や賃料、祖視の支払周期等

を考慮に入れることによって、貨幣の流通速度の概

念にも気付いていた。そして、 f貨幣小論Jにおい
ては、ほとんと貨幣を持っていなくても国が貧し〈

なることはないと明言しているコ逆に貨幣が多すぎ

る場合には、それりは溶解されたり、外国へ利子を

とって貸し付けるのがよしiとする。

しかし、ベテイの貨幣論のなかには重商主義的見

解が残っているのも事実である。たとえば、『政治

n:;1,rJにおいては、国富の増大を貨幣景iの増大と結
び1けて論じている箇所が見い出される ニこでは、

金銀すなわち貨幣は耐久性があるゆえに、何時でも、

いかなる場所でも富として尊重されるとする。ベテ

イの貨幣論のなかから重商主義的見解が完全に消え

去るのは．かれの最後の著作『貨幣小論』に至って

からであり、ベティの著作を全体的に検討するにあ

たり、注意を要する点である。これらの点を考慮に

いれつつ、ベティを初期自由主義の経済理論家とし

て適切に位置付けることが必要である。

J キチノの謎

栗田康之

J .キチンは、シュンベーターのいわゆる「キチ
ン循環」の発見者として、よく知られている。しか

し、その人物経歴［土、必ずしも明りかではなし～

生没年についても、 般に、不明とされるか、 19 

1 0年生という明りかに誤った生年が紹介されてい

るか、である。また、その人物については、一般に、

アメリカ人ーアメリカの経済学者と紹介されており、

それが我が国での通説となっているようである。

しかし、 D.グリーンウォ ルド編『経済学辞典J
I 1 9 8 2年）の「キチノ循環jの項目（ L. M 

パレンタイノ執筆）には、キチンについて「イギリ

スの統計家」という紹介がある。また. The Review 

of Eco 1omic Stati山田誌の 19 3 2年8月号に

は、「金の生産と消費jというキチンの統計的な論

文が掲載されているが、その最後には、「7月3目、

ロンドンにおいてキチン氏が亡くなった」という編

者の言葉が添えりれており、キチノが 19 3 2年に

ロンドンで｛生l.Jことを確認できるべまた、『ニユ

一8. 

パルグレイブ経清学時典』 II 9 8 7年！の Iジ
ョーゼフ キチン」の項目 IS N. ノロモウ執筆）

によれば、キチンは、 18 6 1年生まれで、 I9 3 

2年に死亡。はじめ Financial Newsのスタ yフとな
り、後に、南アフリカの鉱業関係の実務に従事する

とともに、貴金属統計の論文を書き、「金融および

産業に関する委員会J（いわゆるマクミラン委員会）
その他で証言したとされている。ソロモウの言う

Financial r、Jewsは、ロンドンで発行されていた新聞で
ある。また、キチノが証言した委員会の「証言録j

によれば、彼は、南アフリカ トランスバ ルの金

鉱山にかかわるイギリスの鉱山会社の経営者であり、

主生産の統計的研究を「趣味」にしてい允 抗言の

際には、金の生産 消費にかんするケインズの質問

にも答えている。いずれにせよ、キチンが、 18 6 

1年、 19 3 2年を生きた「イギリスの尽聞の統計

京jであったことを確認できる。



関東部会

1998年度第2回例会‘ 1998年 ll月 14日（土）

早稲田大学

共通テーマ「マルサスとリカ ドウ」

報告l マルサスにおける重農主義 農業主義農

業保護論 ホランダーのマルサス論を中しにー

i度会勝義（一橋大学）

報告2 リカードの貨幣理論 数量説と価値論
竹永進（大東士化大学）

出席者 32名

7 ルサスにおける重農主義農業王義 農業

1果i'i論
ーホランダーのマルサス論を中心にー

渡会勝義

1998年はマルサスの『人口論j初版刊行かり 20（〕

年の記念の年である。『人口論』刊行 200年を記念し

て、学会や学術誌においてマルサス特集が組まれ、

マルサスを扱った著書、論文が多数出版された。こ

こ数年に出たものの中で特に注目されるのは、 Sホ
ランダーの大著（(997）である。本報告は、最近のマ

ルサス研究を、特にホランダーのマルサス論を中心

として、マルサスにおける重農主義、農業主義 農

業保護論の3つの論占について険討したものである

マルサスに重良主義的影響があったことは、ポナ

ー（ 1924）やミ ク（ 1951 jによって早くから指摘され

ていた。しかしその占を最初に詳し〈検討したのは、

センメル（ 1965）である。センメルによれば、初期に

おいてはマルサスは重農主義の強い影響の下にあっ

た。その影響はその後弱められたものの、『経済学

原理1初版（1820）においても依怯として残っていた。
ホランダーは、この時占において重農主義の影響は

弱められたのではなく、かえって強められたという。

しかL、重農学派の影響は『経済宇原理j第2版（18'6) 
では、完全には払拭されなかったけれども、基本的

には放棄されたとする。センメルやホランダ の議

論は重農主義の影響を広く解釈しすぎており、マル

サスにおける重農主義の影響は、おそくとも『人口

論』第4版（1807）までとするのが妥当であると恩わ

れる。

マルサスは初期におし、て、農業を重視し工業を軽

-9 -

視する考えを持っていた。しかし『人口論j第5版
( 1817）では、農業と工業が半々くらい存在する経済

が最も望ましいという考えに転じた。この点は、羽

鳥（1991）が指摘していた。この転換の背景には、農

産物と同様に工業生産物も労働者の幸福の増大に貢

献するという見方をマルサスがとるようになったこ

とがあるn

ホラノダーのマルサス論で最も顕著なのは、マル

サスが最終的には農業保護論を放棄し自由貿易論に

転向したという主張である。その根拠として 1826 

年の『人口論』第6版に付された注におけるリカー
ドウの案に近い関税と戻税の提案、 1824年のクオー

タリー リヴユーでの書評論文 ン ニア宛の手紙

( 1829）、チャーマーズ宛の手紙（1832）、「経済学原理j

第2版での農業保護論を示すほとんどの章句の削除
などをあげているが、 1833年のマ セット宛の手紙

を決定的な根拠としている。ホラノダ はマルサス

が国内市場依存型の均衡発展志向から外国市場依存

型の工業生産物の輸出による発展志向に転じたとい

う大胆な解釈を提示しているが、ホランダーがあげ

ている証拠は、その主張を必ずしも支持しなし」い

ずれにせよ、ホランダーがあげた未公刊の証拠を含

めて、マルサスが農業保護論を放棄したのか否かは、

改めて検討されなければならない。

リカードの貨幣理論ー数量説と価値論ー

竹永進

リカードが経済学者として活動した時代は、イン

グランド銀行が正貨支払い号停止していたいわゆる

銀行制限問の後半と重なっている 彼は地主主義の

立場からこの論争に加わることによって経済学者と

しての活動を開始したが この論争への関与は一時

期のみのものではなく、彼の理論的生涯の全期間を

覆っており彼が残した著述の大きな部分を占めてい

る。当時の通貨 金融の具体的な諸問題に関わるこ

れらのテキストの多くの個所で、貨幣の価値がその

数量によって決定されるとする、いわゆる貨幣数量

説的な見解が示されているように思われる。

他方、『経済学および課悦の原理』を中心とする

経荷学の抽象的な理論［価値論）にかかわるテキス

卜では、価値尺度としての貨惜の機能をになう商品

（金］は他の一般の諸商品と同じ価値決定の原理に

したがうものと考えられている。つまり、貨幣の価

値はそれが媒介する商品取り引きの規模とは独立に

決定され、貨幣の数量がこの価値によって決定され

る。リカ ドの貨幣価値決定論には相矛盾する三つ



ノ

の考え方が同居しているように見えるが、本報告で

は彼の理論には根本的に矛盾する見解が含まれると

するのではなく、生産に要した労働による貨幣価値

の決定理論によって統一的に理解する可能性を探っ

てみる。

抽象理論的なレベルでは貨幣商品は一般商品と同

様に需給調整に特別な困難はなく、その市場価格の

自然価格への一致は容易に達成されるものと想定さ

れていた。しかし、商品としての金の特性（稀少な

鉱物としての生産量 条件の制御の困難、長期間流

通に滞留し続け累積される）を視野に収めなければ

なら企くなると、両者の一致には長い調整時間を要

することになり、この聞は貨幣数量が流通における

貨幣の価値を決定しているように見える。「リカー

ドの貨幣数量説Jはこのような背景から生じたもの
と考えられる。

関西部会

第 134回例会 1998年5月30日（土）
大阪大学士法経研究講義棟3F 31講義室

1 ピグ厚生経済学の形成過程

本郷亮（関西学院大学・院）

2 The Keynes Srafta conception and the general 

equilibrium systems 

岡田元浩（甲南大学）

3 7ナリテイカル マルキシズムについて

高増明（大阪産業大学）

4. ブルームズペリー グループとメイナード ケ

インズ←一一ヴァージニア ウルフの誤解一一

中矢俊博l南山大学）

* 4 についてはニユ スNo.12にすでに掲載済み。

ピグー厚生経済学の形成過程

本郷亮

初期ピグーは経済学より、哲学や文学に主たる関

心を持っていた。この事は彼の当時の論文著作、

同世代人の証言から裏付けりれる。初期ピグーにお

けるこの思想的側面を、処女作『神学者ロパート

ブラウニングj(Robert Browning as a ReligiousTeacher. 

1901）やその他の論文により検討した。明らかな事は、

ピグーが Hシジウイ yクから強烈な哲学的影響を受

けていた占である。ピグ は功利主義と（当時台頭し

IO・ 

た）理想主義との対立を懸念した。経済学は功利主義

に基つくと一般に考えられていたからである。だが

ピグ は、シジウィック倫理学が 2つの倫理学派の

対立を調和させたと考えた。そしてピグーの処女作

『プラウニングiの主要テーマは、シジウイツクが
純粋哲学として達成したこの 2学派の和解を、プラ

ウニングはその行動（Action）によって達成したとい

う事である。［ンジウィ γク哲学→フラウニングの

実践」という構図は「マーンヤル経済理論→ピグ

厚生経済学jとし寸構図と類似する。 I厚生経済学1
(1920）はマーンヤル経済学を実践化したものであり、

「実践経済学jと言い換えてよいからである。こう

考えた時、『厚生経済学Jの本質的な背景、とくに
ピグ を特徴づけた積極的姿勢の背景として『ブラ

ウニング』は看過できない。また「マ シャルの忠

実な弟子」という単純なピグー観でなく、「マーシ

ャルーンジウィック ピグー」というケンプリ yジ

の 3角関係が浮かび上がる点は初期ピグ 研究の一
成果である。この 3角関係の中でピグ厚生経済学

の総合的な理解が可能になるに違いない。

The Keynes-Sraffa conception and the general 

equilibrium systems 

岡田元浩

The Keynes Sraffa conceptionとは、利子率あるいは

利潤率を外生的与件とする着想のことであり、報告

者が半ば独断的に命名したものである。こうした着

想は、経済システムの調整を、金融的あるいは貨幣

的なフアクターが実質的なファクターに適合してい

くような過程としてとらえる正統的経済学者の一般

認識に対して、その逆のパタ ンを強調する経済ヴ

イジョンにもとづいており、ウインズとスラァファ

の両者に共通して見られる立場といえる。そして、

ニの着想は多くのポスト ケインジアンによって受

け継がれていった。ただ、彼らはこの着想を積極的

に裏付ける十分にコンシステントな理論体系を提示

したとは言い難く、とりわけ経済変数聞の相互依存

性・総体性に関して整合的で 般性をもっロジγク

を提起していない。その結果、彼らの着想は、経済

変数問の相互依存性に関してすぐれてソフィスティ

ケーテイドな宇説すなわち一般均衡理論を擁する、

正統派経済学者たちに対して説得力をもつものとは

なりえていないように、思われる。そこで本報告で

は、あえて正統的なアプローチかり出発することに

よf)、結果的に TheKeynes-Sraffa conceptionをより詰

固なかたちで復位せしめうるような一般均衡体耳、σ：



系の提起を試みた。特にここでの核dし、は、労働市場

をその現実に合わせて再編し、極大化原理に基礎づ

けられたノ ンヨナルな労働需給の均衛概念を無効

とすることで、結論的に利子率が与件となることが

要請されるという点である。ただ、現段階では、そ

うした新たな労働市場モデルの探求が不十分である

ことをま沼めなければならなし」

アナリテイカル・マルキシズムについて

高増明

旧ソ述、東欧の社会王義の崩壊後、マルクス主義

の影響力は、西側先進国において顕著に低下した。

このような状況の下で、マルクス主義の可能性を模

索し、その再生を目指そうとするが、 1970年代のお

わりに登場したアナリテイカルーマルキシズム

(Analytical Marxism: AM）である。 AMの中心的メ

ンパーは、アメリカの数理経済学者ロ マ一、カナ

ダ出身の哲学者でオ γクスフォ ド大学のコーエン、

ノルウェー出身の政治 社会学者のエルスターらで

ある。 AMのメンバーの考え方は完全に 致してい

るわけではないが、かれりに共通するのは、マルク

ス主義の悪しき「伝統」、具体的には、明断さ（論

理）の欠落、「悪しきjへーゲル主義などを拒絶し

ようとする姿勢である。そして、近代経済学、分析

哲学など近代的な分析トゥ ルの導入によって、マ

ルクス主義を論理的なものとして再構築しようとす

る。ただし、その際に、たんに主流派の社会科学理

論を模倣するのではなく、マルクスが取り組んでい

た課題と問題意識を継承し、現状肯定ではない変草

のための社会理論を作ろうとするつこの報告では、

AMは、どのような問題に取り組み、どのような分

析を行っているのかを「唯物史観とマルクスの方法

論（機能的説明IJ、「階級のミクロ経済学j、「措級
構造の実証分析」、「マルクス経済学の数理化」、「分

配的正義、平等論J、「これからの社会主義」という
テーマについて説明した。

（参考文献）

RoefTier, J. E. ed. ( 1986) , Analytical Ma同ism,

Cambridge: Cambridge Unimsity Pcess 

高増 明（ 1995）句「分析的マルクス主義と数理マル

クス経済学：これからのマルクス経済学」『経済セ

ミナーj6月号 pp.42 49 
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第 m 回例会 1998年 12月 12日（土）
滋賀大学（彦根）第二校舎棟

I. ピアトリス ポッター（ウエツプ）の協同組合
S巴

5府

一初期ウエツブの社会改革構想との関連でー

江里口拓（愛知県立大学）

2 「カレアキと貨幣経済の理論」

服部茂幸（奈良産業大学）

3 「ローザンヌ大学ワルラス文庫についてj

御崎加代子（滋賀大学）

＊服部会員の報告要旨は次号に掲載予定です。

ピアトリス・ポツター（ウエツプ）の協同組

合論

ー初期ウエツ7の社会改革構想との関連でー

江里口拓

1844年のロッチデール先駆者組合の結成以降，イ

ギリス協同組合運動の主流は消費者組合（購買高配

当）になりつつあったが， 19世紀末の時点で，生産

者組合（労働配当）との問で「干lj潤分配論争」が繰

り広げられ．両者は激しく対立していた。こうした

中でピアトリスは 1891年に『イギリスにおける協同

組合運動』を発表L，新しい産業社会にふさわしい
協同組合として消費者組合を高〈評価L，他方で生
産者組合を厳しく批判した。

大規模生産ー収益逓増を基本とした新しい産業社

会においては，生産者組合は事業の非効率性ゆえに

競争を通じて失敗する。仮に成功したとしても t 外

部の労働者を低賃金で酷使（小親方制度）するか株

式会社に変化するなど，もはや産業自主管理という

理想を放棄している。他方で消費者組合運動は，購

買高配当，高品質 安価な商品供給によって多数の

組合員を引きつけ，事業の拡大 規模の経済性の達

成を通じて発展していく。しかも，組合員によって

従業員の業務が有効に監視され，従業員どうしの競

争が生み出される。と同時に，組合員は従業員の業

務効率にも配慮L，優れた労働条件を与える。こう
して消費者組合では，非営利と効率（機能的順応）

が同時に達成される。消費者組合の発展は労働者に

豊かな消費生活を浸透させていくとピアトリスは述

べた。

だが自発的な消費者組合は，ガス 水道などの公

共部門を包摂できなし」ここに強制的消費者組合と

しての都市政府（ンドニー『ロンドノ プログラムj



ノ

1891年）の意義がある。また消費者組合によって生

活費が低下しても賃金が引き下げられれば燕意味で

ある。ここに 1892年以降のウエツプの研究課題とな

った労働組合運動の意義が示唆される。このように，

消費・労働を含めた総合的な人間生活の豊かさの追

求という初期ウエツプの社会改革構想の原型は，す

でにピアトリス『イギリスにおける協同組合運動I
に見られるのである。

ローザンヌ大学ワルラス文庫について

御崎加代子

ローザンヌ大学のワルラスニバレート研究センタ

ーが整理、保存しているワルラス士庫は、ワルラス

の蔵書、雑誌、新聞記事などの切り抜きかり構成さ

れている。ワルラス自身が、本に直接書き込みをす

る習1官をもっていたこともあって、そこからワルラ

ス経済学形成過程について、多くのことを知ること

ができる。

本報告では、主に次の点に注目した。（ 1 ）ワル

ラスが残した膨大な新聞、雑誌記事の切り抜きから

知ることができる、ワルラスの生涯にわたる社会問

題（協同組合運動、労働運動を含む）への熱意。（ 2) 

『純粋経済学要論l（初版 187477年）発表後もフラ
ンスの正統派にワルラス経済学が受けいれられず、

1880年にワルラスがフランスの学界と縁を切った状

況（雑誌『ジュルナルデゼコノミストj、『フラ

ンス保険数理士雑誌』）。（ 3 ）ワルラスがフランス

の経済思想史から受けた影響（フランス古典派経済

学、ルソー他）。 I4 lジェヴオ〆ズからの献呈本『経

i古学的理論I1871 I』から知る両者の交流コ I5 Iワル

ラスの「進告する社会における価格変動の法目ljjの

起源について。リカ ド『経済学および課税の理論

（仏語版 1819) 』との関連。（ 6 I J. Sミル『経済

学原理（仏語版 1861I』かり受けた影響について。

貯蓄の結果としての資本、物理的真理としての富の

生産法則、賃金利潤・地代、静態から動態へ。（7 I 
同時代の社会主義思想、サンニシモンやマルクスか

らの影響。書物以外からの影響を考察する必要性。

これらの問題の考察にあたっては、単に書き込み

の有匝だけで ワルラスがその書物からうけた影響

を結論づけるわけにはいかず、書簡やi也の資料との
綿密な比較検証が必要である。しかしワルラス丈庫

が‘彼の思想形成過程を解明するうえで、たいへん

おもしろい素材を提供しうることは確かである。

西南部会

第84回例会1998年6月27・28日
熊本県立大学

1 ラムゼイと一般理論の起源

山崎好裕（福岡大学）

2 Iジヨ：，..ロヅク政治社会論Iをめぐって
岡村東洋光（九州産業大学）

3 「経済学史上におけるシスモンデイの特徴jをめ

ぐって
中宮光隆（能本県立大学）

ラムゼイと一般理論の起源

山崎好裕

ケインズが帰納科学である経済学の知識を客観的

で論理的な知識と考えようとしたのに対L、ラムゼ

イは帰納論を「人聞の論理jと呼び、その正当化の

根拠を経験的な有効性にのみ置いた。一方で彼は、

確率はもう lつの論理である「整合性の論理jに属

するとし、その「整合性の論理Jに基づいた主観的
推論の方法として主観確率論を展開したのであった。

そして、ラムゼイの経済理論もまた、「整合性の論

理」によるものとして展開された。

ラムゼイが「貯蓄の数学理論jで将来効用の割引

を考えなかったのは、ケインズの言う「論証の重み」

を完全なものとしたためと考えられる。「論証の重

みjは将来効用の確率をどの程度信頼するかの指標

であって、モデルでは将来の割引率として表現され

ていると報告者は考えるコところが．将来効用につ

いての［論証の重みjを完全と考えると、最適な資

本量が瞳1現に大きくなり長期的な均衡状態を定義で
きなし」そこで、ラムゼイは効用の飽和を仮定し、

その状態を「至福」と名付ける。「至福Jでは定義
上、消費についての最適性は成り立っているものの、

生産については最適性が成り立っていない。
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この、効用に関する最適性の追求が生産の最適性

を妨げるというロジックこそ、『貨幣論1以後のケ
インズにインスピレーシヨノを与え、『一般理論1
を準備したものではないかというのが報告者の見解

であるν ケインズは、現在言うところのウイノズ＝

ラムゼイ ルールを直観的に指摘するほと’最適化の

手法に通じていた。また、流動性選好によって決ま

る利子率に合わせて消費の最適化を図ることが、生

産可能性フロンテイアの内側での生産を必要とし過

少雇用均衡をもたらすというロジァクは、「至福j

のロジックと同形なのであるつ



「ジョン ロック政治社会論jをめぐって

岡村東洋光

これまでのロック研究では、あまり言及されてこ

なかったフィルマーおよびファカーとロァクとの関

係を考察することを通して、『統治論jを中心とす

るロ γク思懇の特質を考えてみた。

『統治論jは排斥危機の産物であり、フィルマー

批判を意図したものであったが、その批判の成功故

仁、フィルマーは忘れ去られた。しかし、ロァクの

フィルマー批判を見直すと、両者には、キリスト教

信仰と家父長的世管の存在という共通の前提が見ら

れる。この前提の上でロックが思考していたことは、

彼の思想の性格を捉える際に重要である。

また、フ γカー思想にみりれる聖書理性伝統

の重視のいずれの占も、ロック思想にとってもまた、

重要な要素をなしている。具体的には自然状態論、

同意による政治社会論、法の支配の重要性等といっ

た点である。したがって、ロ γクはイングラノドに

伝統的な統治思想の継承者という面を持つ。

だが他方で、ロックは両者を超える議論を政治社

会論として提示した。それは生命、自由、財産から

なるプロパテイと、それを維持するための政治権力

とを二つの住として構想されている。プロパティ論

は、出発古に創造主神と作品人間という神学的な枠

組みをおいた上で、独立した、平等で「自由な」各

人の「生存権」の実現のための、労働による共有物

の私有化論と、貨幣（の蓄積）を媒介とする不均等

な土地所有の肯定論として、結果的に大地主の立場

に相反しないものであった。政治権力のあり方に関

しては、カト ＇］ yク的な専制的統治に対する代替案

として、（共和制ではなく、Ipolit;cnl scc;c1yと立憲

君主告lが提起された。

「経済学史上におけるシスモンデイの特徴」

をめくって

中宮光隆

シスモンデイの経済理論は、複雑で難解であるた

めに、多分に誤解され誤認されてきた。それは、「過

少消費説」の謬論との評価に端的に表されている。

本報告は、シスモンデイ経済学を再検討し、そのよ

り正確な理解と学説史上における新たな位置づけを

試みることを目的としている。

従来、シスモンデイ経済学が過少消費説であるこ
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との根拠として取り上げられた『経済学新原理』の

当該箇所で、彼は、再生産の不均衡を主張している

のではなく、その前提としての均衡的な再生産過程

を述べている。ここも古めて、彼は、経済学の礎石

をアダム スミスに求めていたことは確実である。

しかし、それ自体、カンティロンやケネーなど重農

主義の影響とともにジェームズ・ステュア トから

ヴァンテ’ルモンドへの流れからの影響等、フランス

経済学の伝統によって変形されていた。その変形の

ひとつは、富そのものを量的に問題にするのではな

く、富の効用、その使用価値に注目する考え方であ

る。これは、フランス草命を経由して「自由ー平等」

の理想を取り込み、シスモンデイにおいて大多数の

国民への富（愉楽）の平等な分配の主張となった。

もう一つの変形は、 18世紀フランス産業主義による

ものであり、政府の役割に大きな期待を寄せたデイ

リジスムである。 一方、マルクスの論理展開には、

恐慌論ばかりでなく価値論や信用論をはじめ多くの

占でシスモンデイからの影響が見られる。ンスモン

ディ経済学は、マルクス経済学体系とその延長線上

に、肯定的にであれ批判的にであれ、取り入れレコれ、

あるいは取り入れられるはずであった。さらに シ

スモンデイ恐慌論の重要な柱のひとつである欲求の

問題は、彼自身における「限界効用逓減」ともとれ

る指摘を通じて、ワルラスへの流れとして位置づけ

ることもできょう。

か〈してシスモンデイ経済学は、古典派からマル

クス、それにワルラス等々といった時系列的流れと、

イギリスとフランスなど大陸諸国といった地理的な

拡がりの中で、重要な位置をしめている。



日本学術会議報告

1 1998年4月22日の総会で、大学など基礎研究を行う研究設備の運営予算が削減されることに対し、会長談

話の形で反対が表明された。

2. 企業の情報システムを研究している「システム監査学会」が学術会議に提出した登録申請が受け入れられな
かったことで東京地裁に行政訴訟を起こし、学術会議は裁判に対応することとなった。なお、登録問題を扱う「推

薦管理委員会」の問題の洗い直しが行われ、 10月 29日の総会において、「学術研究団体の登録に関する規則の

一部改正jが承認された。

3 行政改草との関連で、日本学術会議の位置付けが問題になっている。当面「総務省」に存置するが、今後の

あり方について、「総合科学技術会議jで検討するとされている。行政への批判と提案という学術会議本来の役

割が十分果たせるため、そのあり方について根本的な検討が必要とされている。

4 学術会議についてさらによく知っていただくため、『学術の動向lI月刊）が発行されているので、是非各
大学、学部で購読していただきたい。

（回中敏弘）

学術会議経済理論研究委員会報告

第17期第3回委員会で次の事項が審議された。

I 1 l平成 11年度国際会議代表派遣の推薦方法を決めた。
( 2）経済学系大学院のあり方についてを検討を行った結果、下記のようにシンポジウムを行うこととした。（会
員諸氏のご参加を希望します。）

テーマ「経済学系大学院の現状と問題点J
1999年3月19日（金）午後2時より日本学術会議にて。

（星野彰男）

経済学会連合報告

1998年度第2回評議員会が 10月19日早稲田大学で開催され、次の事項が了承ないし協議 決定された。

1 0 『英文年報』第 18号は予定どおり 12月に刊行の見通し。

2。本年度第2次（後半期）国際会議派遣費補助。（日本経済学会、社会政策字会、各30万円。）
3 0 本年度第2次外国人学者招牌滞日補助。（国際経済学会、国際会計研究学会、各 15万円。）

4。本年度第2次学会会合費補助。（経営史学会、 5万円。）
5。本年度会計中間報告。次年度事業計画（本年度事業を継続）。
6。経済学会連合への会計理論学会の加盟申請を承認した。日本海運経済学会の加入申請の手続きを受理した。
止お、学会会合費補助の干草は未消化になっているので、申し込みを促したい、現行補助費（ 5万円）の増額も
検討したいとの理事会からの報告が了承された。

本学会からの経済学会連合の評議員は従来は和田重司、根岸隆両幹事でありましたが、 1999年度からは和田

重司、栗田啓干の両幹事となります。

（和田重司）

14. 



国際学会情報

0社会科学合同会議 1999、経済学史学会セッシヨン
The History of Economics Society is sponsoring focr 

sessions at the ASSA ( Allied Social Sciences 

Association) meetings in January 1999 in New York City 

Contact to Brndley Bateman, Departmeot of Economics, 

Grinnell College, Grinnell, Iowa 50112. Fa>: +I 

515 269 4985. E-mail: bateman@ac.grin.edu 

。労働運動史

Konferenz Stand und Pe時間ktivender Ecforschung der 

Gesehichte der Arbeiterbewegung Verunstaltungsort 

Berlin. Termin: ein Sonnabend im Januar 1999. eィnail

Douaiado@aol.com 

。科学史ワークショップ

Fehrua叩 2226 1999: International Worlにshopon the 

History of Science: Implications for Science Education, 

organized by Homi Bhabha Centre for Science Education, 

Tata Institute of Fundamental Re.<earch, Mumbai, INDIA 

Contact to WHOS 5出向lariat;Homi Bhab'" Cent偲 for

Science Education. V.N. Purav Marg; Mankhurd, Mumbai 

400088, INDIA. Fax: 9卜022・5566803, email 

whos@hbm.tifr.res.in URL: http://w¥>w.tifr.問s.in／ーhbcse

Oヨーロッパ経済思想史学会（ESHET)
日bruaiy26-28, 1999: The third叩 nualcnnference of the 

European Society for the History of Economic Thnught 

will be held at the Pal町田 de Pineda of the 

International Universil)' Menendez Pelayo in Valencia, 

Spain. The general theme of the conference will be 

National 丁目ditions in Economic Thought and the 

Diffusion of Ideas Contact to Professor Salvador 

Almenar ESHET Co白色町nee,Department of Economic 

Anal戸is‘Universitatde Valencia Avda. dels Tarongers 

sn. 46022 Valencia, Spain, E-mail < 

Salvador.Almenar@uv.es> Fax +34 96 382 82 49 

0 「価値／価格理論の新方向」会議
March 12 14, 1999: New Directions in Value/Price 

Theory mini conference organized by the International 

Working Gro叩 onValue Theo叩（IWGVT）。 tobe held 

as pa目 ofthe Eastern Economic A田ociation ( EEA) 

conference at the Park Plaza Hotel, Boston, USA. For 

further informatton e-mail us at 

value.theory@g同enwich.ac.uk, also the add <SS for papers 

and proposals、orcheck out our web stte on Ecole nonnale 

superieurc de Cachan Paris France. The gcnernl topics is 

THE EXPERIMENT IN THE HISTORY OF 

ECONOMICS See 〈

http://www.univ-parisl.fr/CHPE/CFPl.html>. Contact to 

Philippe Fontaine GRID Ecole normale superieure, 61, 

. 15 . 

avenue du President、Wilson94235 Cachan Cedex, Frnnce 
Tel. (+33) I 47 40 24 50 F凪（＋33) I 47 40 21 48 

E-mail fonta川e@grid.enscachon.仕

020世紀進歩の時代パランス シートは9
May 8, 1999: The Twentieth Century: A Century of 

Progress-What is the balance sheet? at Institute of 

Historical Research, U町、ersity of London. As the 

以ventoethcentury draws to a close thts one day event, 

crganised by the London Socialist Historians Group, will 

look at【hequestion of progress in history and attempt to 

draw a balance sheet of how far attempts to change 

society for the better since 19凹 haveworked. Propnsals 

for Panels of two or th問cpape隠 anda discussant are 

invited around the following subject a陀as:+ The Political 

Economy of Capitalism + Social Democracy and 

St四tegies for Refonn + Labour Struggles + Labour 

Leaders + Scie 1ce and social ehange + Reform and Revolt 

+ Reaction and the Failure of Reform + The Oppressed 

and the白ghtfor liberation + The historical development 

of the Capitalist Economy. Proposals for panels should be 

sent to Keith Flett, 38 Mitchley, Rd, Tottenham, Lendon, 

Nl7 9HG by 1st December 1998, [ (+44) 171・829

3097] 

0第7回カールポランニ国際会議
May, 26-29, 1999: Th' Seventh International Karl Polany• 

Confe問nce”Re thinking Human Needs”Cent目 Auguste
et Leon 、Nalras, Universite Lum1とreLyon Il , Lyon, 
France. Confe問nceFee: US$125.00-. The deadline for 

submission is November I, 1998. Contact to Karl Polanyi 

Institute of Political Economy, Concordia University, 1455 

de Maisonneuve West, Montreal, Quebec, Canada, HJG 

IM8 Fax: +I 514 848-2577. e-mail < 

pol an yi @ vax 2.concm・d i a.ca> 

。ハイ工クの経済分析と経済学

May 27-29, 1999: Economic analysis and 凹litical

economy in the thought of F.A. Hayek. On the occasion of 

the 10印hannivmary of the birth of F.A. Hayek, th' 

Association of Historians of the Austrian Ecn 10mic 

Tradition (AHT芭A)organizes a conference in Paris 

Proposals for pa戸時 ( 500ー叩00 words) should be 

submitted before November 15th 1998, speci削ngthe 

original contribution of the paper, and its relationship to 

the theme of the co iference. Papers that have been 

accepted by the scientific committee should reach the 

O唱anizersno later than Manょh I st 19g9_ Contact to 

Thierry Aimar Association des Historiens de la Tradition 

Economique Autrichienne Centre d'Histoire de la Pensee 

Economique Maison des Sciences Economiques 106, 

Boulevard de I Hopital 75647 Paris. Phone: +33 I 

55434231 Fax +31 I 55434235 E mail 



01mac@"mv-pansI.fr 

。ユートピアの千年王国

23-26 fone 1999: A Milknni"m of Utopias: The Theocy, 

History，四dFor＂『cof Utopiamsm, at Univecsity of E田1

Anglia. Schol:rrs in soch ace田 asAmerican Stodies, 

Acchnectuce, the Ans, Classics, Communal Studies, 

Cultucal Studies, Development Studies, Economics, 

Engineering Envirnnmental Studies Film Studies, Gendec 

Studies, Histocy, Langu暗es and Litecotures, Music 

Philosophy, Political Studies, Psychology, the Sciences 

Sociology, and Ucban Planning a偲 invitedto submit 

prnpnsals. Prnposals a田 welcomefoe focmal 30-40 minute 

pape目 byindividuals, foe complete sessioos devoted 曲

目centceseacch on a specific topic, and foe rnundtable 

discussions. Please submit a wocking title and a 

one-pacagcaph description of the prnposcd contribution to 

Prnfessoc Bacbara Goodwin School of Economic and 

Social StudほSUnivccsity of Eost Anglia, Nocwich NR4 

7TJ. UK. Fax: +44 1603 250434. email < 

b.goodwin@uea.ae.uk> Prnposals will be accepted at any 

time up to 15 Novembec 1998 

。経済学史学会（北米）

June 25 26, 1999: The 26th annual meetings of the Histocy 

of Economics Society will bc held at the Univecsity of 

North Carnlina G陀ensborn,located in Greensborn句 North

Cacolina. All pecsons wishing to present a papec oc to 

ocgamze a complete session should submit a short abstmct 

(of less than 200 wocds) foe theic papec oc (of less than 

400 wocds) foe a complete session byド己bmacy15, 1999 

to the President-Elect, Bruce Cald•ell. Whenevec possible, 

pm仰向lwrite同 shouldinclude theic e-mail add陀回目、 and

should suggest discu'5ants whom they believe will be 

att叩 dingthe meetings foe theic paper! sl. Prnpぉalsmay 

be submitted in any of fouc ways: I I I 

http://www.eh.ner/HisEcSoc/Conferences/99.shtml ( 2) 

e-mail: <bruce_caldwell@uncg.edu> 131 Fax to: Bmce 

Caldwell at +I 336-334-5463. (4) Mail to: Bmce 

Caldwell -HES Department of Economics Bryan School, 

UNCG PO Box 26165 Gceensborn, N.C. 27402-6165 USA 

Oオーストラリア経済思想史学会
14-16 July 1999: Histo叩ofEconomic Thought Society of 

Australia 

Twdflh Confe陀nιyat the Humanities Re日ncchCent陀 the

Austrnlian Nallonal Umversity宅 Canberra、Australia

Submit an abstract of no more than 250 w》rdsby JO Ap1il 

1999 lau1hocs will be noted of accep1ance in early May) 

The address for submissions is: Dr. Grant Fleming 

Convenor, 1999 HETSA Conference, Dopartment of 

Commerce Australian National University. Canbe TU ACT 

02C口、 AUSTRALIA.e mail <Gran1.Flcming@anu.edu.au> 
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0国際啓蒙学会
July 25-31, 1999: The phenomenon of marginality 

noo-treatise philosophy in the Age of Enlightenn ent , The 

Tenth International Congre沿s on the Enlightcoment, 

University College Dublin. To participote pie蹴 submitan 

100 world abstract and brief CV by March 20, 1998, 

preferably by e-mail to: Tatiana V. Artemieva 

I art@hb.ms.spb.sul or Michael I. Mikeshin 

(miじ＠mm1734.spb.edu) Information aboul the ISECS 

meeting 1s available at 

http://uscrs.ox.ac.uk/-abrownidublin/indcx.hunl 

0「時間J
September 16 19, 1999: On Time: History, Science, 

Commemoration at National Museoms and Galleries on 

Merseyside, Live中col.Contact to either Dr 、l/illiamJ 
Ashworth (BSHS) Depanment of Economic and Social 

History、The University of Live叩ool宅 lI Abercromby 
Square, Liverpool, L69 JBX. ( e-mail 

W.J.Ashv問巾＠Ii問中ool.ac.uk)or Dr Roland Quinault 

( RHS) School of Historical, Philosophical and 

Contemporacy Studies. Facully of HTE, Uni"rsity of 

North London, 166 220 Holloway Road, London N7 

8DB、England

0フランス、シャルル・ジ ド協会
（速報） Association Ch. Gide pour ctudes de la pens白

economique第2回大会、 1999年9月 17-18日、パリ、

ソルボンヌ

0社会科学合同会議 2000、経済学史学会セツンヨン
January 7 9, 2000: History of Ecnnomics Society in 

conjunction with Allied Social Science Associations 

Boston, MA. Please send proposals for individual papers 

nodじomrlelese臼ionsto: B<1sy Jane Clary Scho"I of 

Business and EeonomiじSCollege of Chal'les1on Chai'!出ton

SC 29424、USA. td: +I 843-9弓J8107 fax: +I 

843-953-5697、e-mail:claryj@cofc.edu 

0 18世紀学会（北米）
April 12 16. 2000: American Society for 

Eighteenth Century Studies in Philadelphia. The theme for 

the confe問neeis The Eighteenth Century Seen Around 

the World Web at 

http://calliope.jhu.edu/associations/asecs/. Contact to 

2000@ccat.sas.upenn.edu 

。歴史科学国際会議

August 6 I 3. 2αJO: The ln1<ma1ional Commillee of 

Historical Sciences 1s now plannmg Its 19th lnternmic "11 

Congress to be hdd in Oslo. Three m吋orthemes will each 

occupy a foll day: I I) Pees戸山veson glchal history 

conce戸s and me1h0<lology. I I-al ls global history 

pnS<ible? I I-bl Cultural encounters between cominrnts 

om  1he centucies. I 2 I Millennium. time and his10ηt 



(2-a) The construction and divi針。nof time: periodizatmn 

and chronology. ( 2-b) Eschatology. millenacian 

movements and visions of the 印刷陀 ( 3) The uses and 

mis uses of history and the respcnsibility of the his【orian

in past times. Twenty specialized themes will occupy a 

half day each, some running eoncm百 ntly.and Twenty five 

Roundtables will be limited to four people engaged in 

lively debate on s問ci日cthemes 

出詳細については経済学史学会ホームベ ジ SHET<

http://society.cpm.ehime-u.ac.jp/shet.html＞を参照して下

さい。

（深貝保則）

国際学会参加報告

0ウインチ、パロ一両教授退官記念コロキアム
9月4日かり 6日まで、サセァクス大学において、 Dcnald WinchとJohn Burrowの退官記念コロキアム British

lntellectual History 1750-1950があった。同じタイトルの書物がCambridgeUniversity Pressから 2巻本として出版さ

れることになっており、コロキアムは出版のための執筆者による最終討論会の意味を兼ねていた。そぞれの論文

に対して干定討論者が 15分ほど（特に今後改訂すべき点について）コメントし、執筆者がそれに答える形式をと

った。タイトルからも創造できるように、諸論文のテーマは経済学に限らず、政治学 神学、歴史学、哲学など

多岐にわたってお旬、経済学史 経済思想史が知性史という学際的研究の中で取り扱われつつあることを感じた。

「百聞は一見にしかずjの通り、以下に執筆者と論文タイトルを紹介する。

J.G.A.Pocock, Gibhon, Jesus and the primitive church. f口、>lomersley,Gibbcn's religious characters. I M.Phillips Historical 
distance and the historiog悶phyof 18th century Britain. IN.Phillipson, History, historic山nand language: some問flections

on the foundations of Adam Smith's scienじeof man. I D.Castiglone A (p凶1mina叩） discourse on the Scottish m'ralists' 

'system of libci1y' I D. L陀berman,Eιonomy and polity in Bentham's science of legislation. E.J.Hundcrt. Sociability and 

self-love in the 山田町 ofMoral Sentiments. I R.Tciじhgraeh町、 AdamSmith and tradition: the W四 Ithof Nation bcfo<e 

Malthus. IM.Butler, About the house: Austen and anthropologist's eye. I R.Whatmore, 'A『niscrableprospect before its eyes' 

the futu日 ofBritain question and modem republicanism at the end of the 18th ceotury. I P. Ghosh, The march of mind: or 

the Scottish enlightenment of England c.1790-1830. I B.Hilton, The politics of anatomy and an anatomy of politics in the 

1830s. I I.Buπow, 1冊agesof historicol time: from Carlylean volcanism to sedimentary Graduali』sm.I W. Thomas, Religion 

and politics in the Quatterly Review. I I.Drury, Ruskin's way: tout a Fait cnmme un oiseau. I B.Young, The lust of empire 

and religious hate: Christianity, history, and lndia, c.1790-1820. / N. Vance, lmproving Ireland: Richard Whately, theology 

and politにaleじonomy.I J.Gamett Political and domestic economy in Victorian social thought: Ruskin and Xenophon. I 

D.Winch. Mr G山dgrindand Jeru日Jcm.I S.Rothbbtt. State and ma1-kct in British univei-日tyhistory. I J.Staplcto >. Politi叩 l

thonght and national identity in 81itain宅 18月01950. I P.Mandkc. Race' and 'nation' in mid Victorian thought 

（堂目卓生）

0 1998年度イギリス経済ι思想史学会
本年度のイギリス経済思想史学会は 9月7目、 8目、 9日の三日問、イギリス南部の保護地パースの郊外に位

置するパ ス大学で開催された。今年の第一日日はマルサスに関するシンポジウムが組様され、二日固と三日目

は自由報告となった。

例年どおり数十名程度が参加する小規模の学会だったが、その中でここ数年の傾向にたがわず、本年もまた日

本人参加者が多く、その中から永井会員が7日にマルサスの人口論初版について、長尾会員が8自にトマス リ
ードの経済論に関してそれぞれ報告を行った。主催校パ ス大学のテ’ヴイァド コラードが人口理論の数学的モ

デルを報告した 7自のマルサスに関する七 yンヨンでは、ホランダ もマルサスの経済理論に関する自説を論じ

て、フロアとの聞で活発な議論が展開された。討論は翌日にはフランス経済学に舞台を移しながら、引き続いて

行われた。また S自のイアン スティードマンのジョン ンヤドウェルについての詳細な報告や、マ クープロ

ーグの「スラッファ一派によるウイツグ史観的な学史理解jを批判した報告なども興味深いものだった。 9日に

はコーツも報告した。

全体として見ると、筆者が前回参加した数年前のバーミンガムでの学会と比較して、ペーパーの質が高かった

という印象がある。もちろん高度な学問的オ準を保った議論の場という性格を保ちながらも、イギリス側参加者
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の高齢化という印象は否定できなかったが、フランスの比較的若い研究者であるアルベール スティーンジュに

よるケネ｝の経済表の解釈や、クリストフーサルヴァによるそレの価値論は綴密な学史研究として好感を持って

受けいれられていた。それはヨーロァパでも新しい世代が、数は多くはないにせよ台頭しつつあることを感じさ

せた。次回の学会はグラスゴーで開催されることになった。

（長尾仲ー）

。ホランダ 教授退職記念会議「キャノンをめぐる省察」＇ Reflectingon the Canon' 

1998年9月27日から 28目、トロン卜において、古典派経済学研究で高名な SamuelHollander教授の退職記念

国際会議が開催され、 Baumol.Eltis, Moss. Roncaglia. Waterman. Whitakerを含む約 75名（日本からは馬夜、若田

部）が参加した。教授の元学生 友人を中心とじたこの会議は終始友好的な雰囲気に包まれ、論敵でさえ教授を

「最高の瓦人にして論敵Jと語るほどであった。
会議の主題は canonであるが、議論はその正確な意味（規範となる解釈など）から、学史的有効性、具体例と

してのcononical growth mndelの再検討など多岐にわたった。当然のことながら議論の中心は教授の古典派経済

学理解であり、スラッファ的解釈との対立がしばしば再燃したが、惜しむらくは討論時聞が少なかった。最終日、

教授は自らの古典派経済学研究を総覧し、古典派経済学の現代的意義を強調した。

しかし白眉は何と言っても 27日夜に行われた晩笠会であった。来賓の Paul Samuels聞が教授を Schumpe町、

Vi nee.宅 Robbinsに匹敵すると賞賛した後、万雷の拍手に迎えられての食後のスピ チで．教授の声はこころなし

か震えていたように思う。退職するとはいえ研究から引退する訳ではなく、教授はマルクスの経済学の構怨につ

いて触れるなど旺盛な研究意欲を見せていた。ユーモアあふれるスピーチに笑いが絶えなかった会場であるが、

教授がますます横道に押されている学史研究の現状を憂慮する段になると静まり返った。古典派と主流派経済学

との連続性 親和性を唱える教授が、その主流派から否定される皮肉な巡り合わせというほかはない。本会議の

論文集は Routledge社から刊行予定。

（文中敬称略若田部昌澄）

。ローザンヌ大学ワルラスーパレート研究センター主催

シノポジウム「一般均衡一応用経済学と社会学との問で（L'equilib目 genecal:entre economie appliquee et sociologie) J 
1998年 10月22 23日

1998年は、ワルラスの『応用経済学研究』公刊 100周年と、パレート生誕 150周年にあたる。本シンポジウ

ムは、これを記念してローザンヌ大学で聞かれたもので、日本からは、中久保邦夫会員（姫路指協大学）と私の

三人が参加した。ンシポジウムは、第 l日目に「l ワルラスj、「2 パレ 卜の社会学Jのセ yンヨノ、第
2日目に「3 パレ トの経済学J、「4 ワルラスとパレ 卜Jの七Yンヨンが行われ、中久保会員と私は、
第l七γンヨンで報告をした。報告者は全員で2l人で、他の参加者を含めても 30人前後の小規模全会合であ

ったが、論文報告の後の質疑応答は、たいへん活発で実りのあるものであった。これは大規模な学会では到底不

可能なことであり、組織者のひとりである PascolBridel教授のねらいもそこにあったようだ。ただ、本シンポジ

ウムでの「公用語」は、あらかじめ英語とフランス語と定められていたにもかかわらず、パレ 卜研究者の大部

分がイタリア出身であったため、イタリア語での報告、議論が多かったのには閉口した。必要があれば通訳する

という組織者の開会の際の申し出も空しく、あまりにも議論が白熱したためか、その余地はなかった。しかし様

々な言語が飛び交う様子はまさにヨーロヅパ的な雰囲気であった。なお本シンポジウムは、昨年に結成された国

際ワルラス学会に所属するワルラス研究者たちも多く参加しており、リヨンのワルラス研究センターの PDok恒，

Jl'.Poti町、ロッテルダムのJ.Van Daal 、またパリのcSchmidt. P.Steinec など著名な参加者も多く、質の高い報
告と議論が聞けて刺激的であった。またシンポジウムの時間以外にも、研究者たちの様々な本音や研究テーマに

まつわる裏話が聞けて、たいへん楽しかった。なお本ンンポジウムでの報告は、論文集として公刊される予定で

ある。

（御崎加代子）
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中村一雄会員を悼む

中村一雄会員（姫路掲協大学教授、神戸大学名誉

教授）は I9 9 8年8月24日逝去。 30年大阪生
れ、 53年神戸大学経済学部卒業、宜ちに助手。停
年｛ 9 4年）後、姫路宿協に移る。神大在職時に人

士ー社会科学系図書館長、経済学部長、大学院経済

学研究科長を歴任。学部卒論題名「スミス国富論に

おける資本と価値J、助手時代はマルサス、リカ
ドウ 研究に専心。ぞがて請われるまま財政学講座

を担任。 J.s ミルをふくめて古典派財政論を位
置づける。以後、付加価値税論や財政における理論

ー19

と制度の緊張関係追求で白眉の成果を挙げる。本学

会では関西部会通信 I0号に「マルクスの地代論と

超過利潤論に惟う」を執筆。故林治一、南方寛 会

員らと共に下積作業に献身。終生、学史的厳密さと

制度主義的枠組みを尊重した。氏と私は同門で同年

同月生れ、学問出立時に同領域にあり同時に進んだ

無二のコレ ゲ。若き日にスラッファ版リカードウ

全集が出、歓喜して共に需めあった仲。この喪失感

はたとえようカまなし」

（山崎怜）

＊故渡辺会員の追悼文は次号に掲載予定です。



編集後記

新年おめでとうございます

現事務局（青山学院大学ー根岸石井ー藤井）は、この「学会ニュ スJ第I3号の編集・発行発送をもっ
て、事実上、責務を果たし終えたことになります。 2年間、木行き届きのことばかり多く、常任幹事 幹事。監

事の方々をはじめ、会員諸兄姉に何かとご不便、ご迷惑をおかけしましたが、それにもかかわらず快〈ご協力い

ただき、誠にありがとうございました。厚〈御礼申し上げます。前事務局のご努力と皆様のご協力とによる会費

値上げ、さらに皆様のご配慮による会員数の増加などにより、おかげさまで学会の財政は創立50周年を目前に

して、とみに健全化して参りました。かさねてお礼申し上げます。最後に、本号の「幹事会 総会報告jの2)

に記しましたように、馬渡尚憲現常任幹事が次期代表幹事になりれますので、本年4月から事務局は東北大学に

移ります。所在地等は下記の通りです。今後とも学会の発展のため、いっそうのご協力をお願い申し上げます。

経済学史学会新事務局 〒 9808576仙台市青葉区川内

東北大学経済学部（馬i度研究室）
Tel. 022-217・6275

E mail:mawatari@econ.1ohoku.ac.Jp 

F副 0222176321 （共用）

（根岸隆）

前事務局（熊本学園大）から引き継いだ際にはどうなることかと心配でしたが なんとか大過なく仕事をこな

すことができたのではないかと思っております。これも諸会員の皆様の多大のお力添えの賜物と深〈感謝してお

ります。次期事務局、東北大学の担当者の方々に対しても、どうぞ御協力下さいますよう宜しくお願い申しあげ

ます。

昨年の 12月 14日に、日本学士院は9人の新会員を選出しましたが、そのメンパーに当学会から水田洋会員、

根岸隆会員が選ばれております。 1992年の小林昇会員選出以来のことで、当学会にとっても名誉あることです。

ここで心からお祝いを申し上げたく存じます。

（石井信之）

最初の第 10号の時には膨大な原稿の山を目前にして真っ青になりましたが、それも今は昔。ほとんどの原稿

はフロアピーもしくは電子メールで入稿されるようになり、 tf.、の仕事はそれらを読み込んでスタイルを整えるだ
けですむようになりました。技術革新の普及するただ中で引き受けられたのはラッキーというしかありません。

次の事務局の方の労力節減のためにも、今後も電子媒体での入稿にご協力をお願いします。
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